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｛
研
究
ノ
ー
ト
一

［
要
旨
一

本
稿
の
目
的
は
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
岩
村
（
現
真
鶴
町
）
に
生
ま
れ
、
箱
根

山
周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
・
販
売
を
手
が
け
、
の
ち
に
は
茨
城
県
西
茨
城
郡
西
山

内
村
稲
田
（
現
笠
間
市
）
で
の
花
崗
岩
の
採
掘
に
も
進
出
し
た
土
屋
大
次
郎

二
八
五
七
～
一
九
一
○
）
の
事
業
活
動
を
現
存
す
る
史
料
に
基
づ
い
て
跡
づ
け

る
こ
と
で
あ
る
。

土
屋
は
、
石
材
の
採
掘
・
輸
送
・
販
売
・
据
付
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
た
企
業

家
で
、
そ
の
事
業
活
動
の
初
期
に
は
、
岩
・
真
鶴
両
村
な
ど
神
奈
川
県
西
部
で
産

し
、
「
相
州
堅
石
」
と
も
称
さ
れ
る
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
を
取
り
扱
い
、
東
京

湾
要
塞
の
砲
台
群
や
横
浜
船
渠
・
浦
賀
船
渠
両
社
の
ド
ヅ
ク
、
横
浜
港
の
第
二
期

築
港
工
事
な
ど
に
石
材
を
供
給
す
る
一
方
で
、
一
九
○
三
（
明
治
三
六
）
年
に
茨

城
県
の
稲
田
へ
進
出
し
、
「
稲
田
石
」
と
通
称
さ
れ
る
花
崗
岩
の
採
掘
に
も
参
入

し
た
。岩
・
真
鶴
な
ど
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
・
販
売
か
ら
事
業
を
興
し
、
晩

年
に
は
稲
田
で
の
花
崗
岩
の
採
掘
・
販
売
へ
と
事
業
を
拡
大
し
た
土
屋
の
事
業
活

動
は
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
Ⅱ
「
相
州
堅
石
」
か
ら
茨
城
県
産
花
崗
岩
Ⅱ
「
稲

田
石
」
へ
と
土
木
建
築
用
材
と
し
て
の
石
材
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
い
く
時
代
の
趨

勢
を
象
徴
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

土

屋

大

次

郎

箱

根

山

周

辺

産

安

山

岩

石

材

土

屋

家

文

書

明
治
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
石
材
利
用
と

ｆ
屋
大
次
郎
の
事
業
活
動

丹

治

雄

土
屋
の
石
材
企
業
家
と
し
て
の
事
績
は
、
二
○
一
六
（
平
成
二
八
）
年
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て
当
館
と
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
と
の
共
催
で
当
館
を

会
場
と
し
て
開
催
し
た
特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の
文
化
ｌ
」

（
以
下
、
本
稿
で
は
「
石
展
」
と
略
記
す
る
）
に
お
い
て
、
主
と
し
て
箱
根
山
周
辺
産

安
山
岩
の
納
入
に
関
す
る
史
料
に
よ
り
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
展
の
展
示

ス
ト
ー
リ
ー
お
よ
び
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
十
分
言
及
し
き
れ
な
か
っ
た
点
も

（

１

）

多
々
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
同
展
で
も
紹
介
し
た
神
奈

川
県
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
土
屋
大
次
郎
に
関
わ
る
史
料
群
「
土
屋
家
文
言
」
の

内
容
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
屋
の
石
材
企
業
家
と
し
て
の
事
業
活
動

の
う
ち
、
特
に
前
半
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
に
関
わ
る
事
業
を
中
心
に
論
じ
て

（

２

）

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
本
稿
に
関
連
す
る
既
往
の
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
土
屋
大
次

郎
と
そ
の
事
業
活
動
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

（

３

）

い
ず
れ
も
概
括
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
屋
に
限
定
せ
ず
建
築
史

や
産
業
史
研
究
に
視
野
を
広
げ
て
み
て
も
、
近
代
の
石
材
に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
多

く
な
く
、
近
代
の
石
材
史
は
そ
の
成
り
立
ち
や
構
造
を
概
観
で
き
る
ほ
ど
に
は
研
究

（

４

）

が
進
展
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、

石
材
採
掘
業
の
経
営
主
体
が
零
細
規
模
で
、
地
元
に
残
存
す
る
史
料
が
限
定
さ
れ
て

本
稿
の
目
的
は
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
岩
村
（
現
真
鶴
町
）
に
生
ま
れ
、
箱
根
山

周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
・
販
売
を
手
が
け
、
の
ち
に
は
茨
城
県
西
茨
城
郡
西
山
内
村

稲
田
（
現
笠
間
市
）
で
の
花
崗
岩
の
採
掘
に
も
進
出
し
た
石
材
企
業
家
土
屋
大
次
郎

（
一
八
五
七
～
一
九
一
○
）
の
事
業
活
動
を
お
も
に
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す

る
「
土
屋
家
文
書
」
に
よ
り
跡
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
に
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（
１
）
「
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
」
と
は

本
節
で
は
、
ま
ず
土
屋
が
そ
の
事
業
活
動
の
前
半
期
に
お
も
に
扱
っ
た
「
箱
根
山

周
辺
産
安
山
岩
」
と
は
ど
の
よ
う
な
岩
石
（
石
材
）
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
た
う

え
で
、
同
石
材
を
産
出
し
た
神
奈
川
県
西
部
の
石
材
産
地
の
明
治
初
期
の
状
況
を
概

観
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
「
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
」
と
呼
称
す
る
岩
石
（
石
材
）
は
、
現

在
の
小
田
原
市
南
西
部
か
ら
伊
豆
半
島
東
岸
地
域
に
か
け
て
分
布
す
る
箱
根
山
の
火

山
活
動
で
噴
出
し
た
マ
グ
マ
を
起
源
と
す
る
岩
石
の
こ
と
を
指
す
。
火
山
活
動
で
噴

出
し
た
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ
て
で
き
る
岩
石
は
火
成
岩
と
総
称
さ
れ
、
そ
の
う
ち

地
表
付
近
で
比
較
的
急
速
に
冷
え
固
ま
っ
た
岩
石
が
火
山
岩
で
あ
り
、
地
下
深
く
で

ゆ
っ
く
り
と
冷
え
固
ま
っ
た
岩
石
を
深
成
岩
と
称
す
る
。
安
山
岩
は
火
山
岩
に
分
類

さ
れ
る
岩
石
で
、
斜
長
石
・
輝
石
・
磁
鉄
鉱
な
ど
の
鉱
物
の
斑
晶
（
結
晶
）
と
石
基

以
下
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
明
治
二
○
年
代
か
ら
四
○
年
代
に
か
け
て
の
土
屋
の

事
業
活
動
の
う
ち
、
前
半
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
に
関
わ
る
事
業
を
中
心
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

い
る
こ
と
な
ど
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
近
年
は
江
戸

城
や
大
坂
城
の
石
垣
修
築
用
石
材
を
供
給
し
た
石
丁
場
に
関
す
る
調
査
成
果
が
発
表

（

５

）

さ
れ
る
な
ど
、
主
と
し
て
近
世
期
を
中
心
に
石
材
史
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
最
新
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
近
現
代
の
石
材
史
に
つ
い
て
も

地
域
に
お
け
る
実
態
解
明
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

石
材
産
業
は
地
域
の
地
質
構
造
を
ベ
ー
ス
に
し
て
成
り
立
つ
地
域
密
着
型
産
業
と
い

う
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
面
か
ら
見
て
も
地
域
史
研
究
の
重
要
な
フ
ァ
ク

う
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
そ
一

タ
ー
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

｜
明
治
初
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
動
向

ま
ず
、
一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
一
二
月
一
四
日
に
、
工
部
省
は
小
田
原
藩
管
内

の
根
府
川
村
・
江
之
浦
村
・
岩
村
・
真
鶴
村
・
吉
浜
村
・
門
川
村
の
石
山
を
同
省
の

所
管
と
し
、
産
出
し
た
石
材
を
横
須
賀
製
鉄
所
（
翌
年
、
横
須
賀
造
船
所
と
改
称
）
建

設
に
使
用
す
る
旨
の
達
を
発
し
た
。
こ
の
達
で
工
部
省
の
所
管
と
さ
れ
た
村
々
は
、
近

世
期
に
江
戸
城
の
石
垣
修
築
や
品
川
台
場
・
横
浜
港
の
築
造
な
ど
に
使
用
す
る
御
用

石
を
取
り
扱
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
石
方
六
ヶ
村
」
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
村
々
に
所
在

す
る
石
山
（
丁
場
）
か
ら
産
出
す
る
石
材
を
、
幕
府
か
ら
明
治
政
府
が
引
き
継
い
で

建
設
を
進
め
て
い
た
横
須
賀
製
鉄
所
で
使
用
す
る
こ
と
は
、
石
方
六
ヶ
村
と
い
う
近

世
的
秩
序
が
近
代
に
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
に
よ
り
石
材
需
要
が
復
活
し
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
近
代

の
歩
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
工
部
省
管
轄
の
時
代
は
長
く
は
続
か
ず
、
一
八
七
三
年
四
月
に
六

ヶ
村
の
石
山
は
工
部
省
の
管
轄
を
解
か
れ
る
と
、
各
地
の
丁
場
を
統
括
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
商
業
資
本
の
介
入
を
招
く
な
ど
地
元
で
採
掘
に
関
わ
る
人
々
に
混
乱

（
２
）
明
治
初
期
の
「
石
方
六
ヶ
村
」

次
に
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
採
掘
を
め
ぐ
る
土
屋
大
次
郎
登
場
以
前
の
明
治
初

（

７

）

期
の
動
向
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
細
粒
の
基
地
の
部
分
）
か
ら
な
り
、
全
体
と
し
て
灰
色
が
か
っ
た
色
目
の
も
の
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
は
、
中
世
に
は
五
輪
塔
・
宝
筐
印
塔
、
近
世

以
降
は
「
伊
豆
石
」
「
相
州
堅
石
」
な
ど
の
名
称
で
江
戸
城
の
石
垣
修
築
、
近
世
末
か

ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
は
品
川
台
場
・
横
浜
港
・
横
須
賀
製
鉄
所
な
ど
の
土
木
施
設

（

６

）

の
築
造
に
用
い
ら
れ
た
。
近
代
に
お
け
る
石
材
の
主
要
な
用
途
は
土
木
・
建
築
物
向

け
で
あ
り
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
も
さ
ま
ざ
ま
な
土
木
・
建
築
用
材
と
し
て
利
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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が
広
が
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
一
八
七
四
年
五

月
に
こ
れ
ら
六
ヶ
村
は
合
議
の
上
、
足
柄
県
の
保
護
の
も
と
「
相
模
六
ヶ
村
石
山
会

社
」
を
設
立
し
、
官
省
御
用
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
石
材
の
注
文
を
引
き
受
け

る
こ
と
と
し
た
。
事
務
所
を
港
湾
運
輸
の
便
利
な
真
鶴
村
に
置
い
た
こ
と
か
ら
、
社

名
は
「
真
鶴
会
社
」
と
称
し
た
。
会
社
融
通
元
金
（
資
本
金
）
の
四
○
○
○
円
は
、
足

柄
県
が
貸
与
し
て
い
る
．
設
立
当
初
の
真
鶴
会
社
は
、
陸
軍
省
武
器
庫
や
鉄
道
建
設

用
の
石
材
注
文
に
よ
り
事
業
が
徐
々
に
進
展
し
、
新
た
な
入
社
希
望
者
も
出
て
き
た

た
め
、
翌
一
八
七
五
年
九
月
に
組
織
を
改
め
、
社
名
も
「
堅
石
会
社
」
と
改
称
し
た
。

改
組
に
あ
た
り
、
六
ヶ
村
の
持
ち
株
数
は
岩
村
の
二
三
株
を
筆
頭
に
、
真
鶴
村
五
株

半
、
門
川
村
五
株
、
江
之
浦
村
四
株
半
、
根
府
川
村
四
株
、
吉
浜
村
半
株
の
合
計
四

二
株
半
と
定
め
ら
れ
た
。
設
立
資
金
に
は
小
野
組
が
援
助
し
た
八
○
○
○
円
が
充
て

ら
れ
た
が
、
同
年
二
月
の
小
野
組
の
倒
産
に
よ
り
営
業
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
と

な
り
、
陸
軍
省
な
ど
石
材
出
荷
先
の
官
省
の
要
請
で
内
務
省
が
二
万
円
を
貸
し
付
け

る
と
と
も
に
、
小
野
組
が
援
助
し
た
八
○
○
○
円
は
明
治
政
府
が
肩
代
わ
り
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
や
足
柄
県
の
殖
産
興
業
政
策
に
よ
る
保
護
と
陸

軍
や
鉄
道
な
ど
の
官
省
御
用
に
よ
る
石
材
需
要
は
あ
っ
た
も
の
の
、
堅
石
会
社
の
経

営
は
振
る
わ
ず
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
は
廃
業
す
る
。
以
後
、
箱
根
山
周

辺
産
安
山
岩
の
採
掘
は
、
各
村
に
よ
る
事
業
か
ら
個
人
経
営
の
時
代
へ
と
移
行
す
る

の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
本
稿
で
主
と
し
て
使
用
す
る
史
料
群
で
あ
る
神
奈
川
県
立
公
文
書
館

が
所
蔵
す
る
「
土
屋
家
文
書
」
の
概
要
等
を
紹
介
し
た
上
で
、
主
と
し
て
同
文
書
に

（
１
）
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
「
土
屋
家
文
書
」
と
士
屋
大
次
郎
の
経
歴
に
つ
い

二
初
期
の
事
業
活
動

一
~L

よ
り
土
屋
大
次
郎
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
を
扱
っ
た
初
期
の
事
業
活
動
に
つ
い
て

論
じ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

「
土
屋
家
文
書
」
は
土
屋
家
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
る
一
四
六
件
の
史
料
か
ら
な
る
史
料

群
で
、
現
在
は
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
が
「
相
模
国
足
柄
下
郡
岩
村
土
屋
家
文
書
」

と
し
て
所
蔵
し
、
同
館
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
収
め
ら
れ
た
史
料
の
年
代
は
、

最
も
古
い
史
料
が
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
で
、
最
も
新
し
い
も
の
で
は
一
九
四

○
〈
昭
和
一
五
）
年
の
史
料
も
あ
り
、
土
屋
大
次
郎
と
長
男
で
大
次
郎
の
死
後
そ
の

事
業
を
継
承
し
た
康
二
の
時
代
に
及
ぶ
史
料
群
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
大
次

郎
が
死
去
す
る
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
以
前
の
史
料
が
全
体
の
六
割
ほ
ど
を
占

め
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
明
治
期
の
史
料
が
全
体
の
四
分
の
三
ほ
ど
の
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
土
屋
大
次
郎
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
は
、
同
文
書
の
ほ
か
に
『
真
鶴

町
史
』
に
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
た
「
土
屋
文
雄
氏
所
蔵
資
料
」
と
、
現
在
も
大
次

郎
の
子
孫
が
保
管
し
て
い
る
史
料
が
あ
る
。
筆
者
は
「
石
展
」
の
際
に
こ
れ
ら
の
史

料
群
の
う
ち
一
部
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
「
土
屋
文
雄
氏
所
蔵
資
料
」
の
大
部

分
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
調
査
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
未
見
史

料
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

図1 土屋大次郎肖像写真

（個人所蔵）
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さ
て
、
次
に
土
屋
大
次
郎
の
経
歴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
土
屋
は
一
八
五
七
（
安

政
四
年
一
二
月
一
三
日
、
岩
村
の
石
工
武
川
半
三
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一

五
歳
で
石
工
と
な
り
、
岩
村
内
の
丸
山
丁
場
で
働
き
始
め
、
駿
河
江
之
浦
（
現
沼
津

市
）
で
修
業
の
の
ち
に
親
戚
の
土
屋
家
の
養
子
と
な
り
、
土
屋
石
店
（
土
屋
商
店
）
を

開
業
し
て
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
・
輸
送
・
販
売
・
据
付
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
た
。
そ
の
後
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
西
山
内
村
稲
田
（
現
笠
間
市
）
で
の
花
崗
岩

の
採
石
状
況
を
知
り
、
一
九
○
三
（
明
治
三
六
）
年
に
太
田
黒
重
五
郎
・
水
田
玄
二

ら
と
共
同
で
稲
田
で
の
花
崗
岩
採
掘
に
進
出
す
る
。
ま
た
、
稲
田
へ
進
出
し
た
同
年

の
一
九
○
三
年
に
神
奈
川
県
会
議
員
、
一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
に
は
衆
議
院
議

員
に
当
選
し
、
政
界
へ
も
活
動
の
舞
台
を
広
げ
て
い
く
が
、
そ
の
翌
年
の
一
九
一
○

年
五
月
一
二
日
に
五
四
歳
で
死
去
し
た
。

（
２
）
「
白
石
丁
場
」
の
共
同
経
営
と
「
陸
軍
丁
場
」
と
の
関
わ
り

こ
こ
か
ら
は
、
土
屋
の
初
期
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
触
れ
て
い
き
た

い
。

「
土
屋
家
文
書
」
で
確
認
で
き
る
土
屋
の
最
も
古
い
事
業
活
動
の
記
録
は
、
「
明
治

一
八
年
十
月
十
二
日
売
渡
」
と
の
記
載
が
あ
る
石
材
運
搬
用
和
船
「
大
新
丸
」
の
購

（

８

）

入
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
土
屋
が
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
○
月
に
東
京
市
深

川
区
の
昌
谷
彰
か
ら
購
入
し
た
和
船
「
大
新
丸
丙
第
弐
号
」
が
描
か
れ
た
絵
図
で
あ

る
。
和
船
を
購
入
し
た
一
八
八
五
年
は
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
生
ま
れ
の
土
屋

が
二
○
代
後
半
の
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
先
に
紹
介
し
た
石
工
修
業
の
の
ち
、
石

材
企
業
家
と
し
て
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
時
期
と
想
定
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
土
屋
は
以
後
も
複
数
の
石
材
運
搬
船
を
所
有
し
、
岩
・
真
鶴
周

辺
の
船
主
と
共
同
し
て
相
模
回
漕
組
合
も
設
立
し
て
い
る
。
次
節
で
詳
し
く
紹
介
す

る
表
１
を
見
て
も
、
土
屋
の
事
業
活
動
の
中
で
回
漕
収
入
は
お
お
む
ね
一
○
％
を
超

え
る
規
模
で
推
移
し
て
お
り
、
一
九
○
一
（
明
治
三
四
）
年
の
よ
う
に
総
収
入
の
三

○
％
近
く
に
達
す
る
年
も
あ
る
な
ど
、
石
材
運
搬
の
帰
り
荷
と
し
て
日
用
雑
貨
品
等

を
積
載
す
る
回
漕
業
は
、
土
屋
の
事
業
活
動
の
中
で
安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

（

９

）

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
土
屋
大
次
郎
没
後
の
大
正
期
の
史
料
で
は
、

動
力
機
関
と
帆
走
設
備
を
併
用
す
る
機
帆
船
の
購
入
も
確
認
さ
れ
る
。

続
い
て
、
土
屋
の
本
業
で
あ
る
石
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
ま
ず

注
目
さ
れ
る
の
が
「
白
石
丁
場
」
の
共
同
経
営
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
。
「
白
石
丁
場
」

と
は
足
柄
下
郡
吉
浜
村
鍛
冶
屋
（
現
湯
河
原
町
）
産
の
デ
イ
サ
イ
ト
で
あ
る
「
白
丁

場
石
」
（
「
白
石
」
「
相
州
み
か
げ
」
と
も
称
す
る
）
を
産
出
す
る
丁
場
の
こ
と
を
指
す
。

こ
の
「
白
石
丁
場
」
で
産
出
さ
れ
る
白
丁
場
石
も
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
石
材
で
、
近
代
洋
風
建
築
の
外
装
材
と
し
て
、
日
本
銀
行
本
店
本
館
二

八
九
六
年
竣
工
、
重
要
文
化
財
）
・
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
（
一
九
○
四
年
竣
工
、

現
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
重
要
文
化
財
）
・
東
宮
御
所
二
九
二
年
竣
工
、
現

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
、
国
宝
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
建
物
で
使
用
さ
れ
、
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
石
材
で
あ
っ
た
。
大
蔵
省
臨
時
建
築
部
が
実
施
し
た
建

築
用
石
材
に
関
す
る
全
国
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
『
本
邦
産
建
築
石
材
』
で
は
、
花

（

皿

）

崗
岩
・
大
理
石
以
外
の
石
材
で
「
最
モ
重
要
」
と
の
評
価
も
受
け
て
い
る
。
で
は
、
そ

の
白
丁
場
石
の
共
同
経
営
の
経
緯
を
「
土
屋
家
文
書
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。

史
料
１
白
石
丁
場
共
同
経
営
に
関
す
る
仮
約
定
証

仮

約

定

証

拙
者
（
中
村
文
蔵
）
借
受
之
足
柄
下
郡
鍛
冶
屋
村
字
白
石
丁
場
石
山
ノ
義

今
回
貴
殿
（
土
屋
大
次
郎
）
卜
示
談
ノ
上
向
八
ヶ
年
間
共
同
致
シ
山
方
伐
出

シ
及
売
買
ト
モ
総
テ
協
義
ノ
上
可
致
候
事
（
中
略
）
尤
実
行
ハ
来
ル
明
治
廿

（

Ⅱ

）

二
年
二
月
一
日
ョ
リ
執
行
可
致
候
（
後
略
）
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以
上
の
史
料
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
土
屋
は
東
京
市
芝
区
（
現
港
区
）
の
中
村
文
蔵
が

借
り
受
け
て
い
た
「
字
白
石
丁
場
石
山
」
を
一
八
八
九
（
明
治
二
三
年
か
ら
八
年

間
共
同
経
営
す
る
約
定
を
取
り
交
わ
す
が
、
そ
の
約
定
か
ら
三
年
後
の
一
八
九
一
年

に
は
共
同
経
営
を
解
消
し
、
土
屋
が
権
利
を
継
承
し
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。
土

屋
が
石
材
企
業
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
初
期
に
白
丁
場
石
の
切
り
出
し
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
大
変
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
丁
場
石
の

採
掘
・
販
売
の
た
め
に
、
一
八
九
八
〈
明
治
三
二
年
四
月
に
常
盤
半
蔵
ら
吉
浜
村

の
有
力
者
と
東
京
市
を
住
所
地
と
す
る
者
の
共
同
出
資
（
資
本
金
二
万
円
）
に
よ
り

吉
浜
村
に
設
立
さ
れ
た
相
陽
白
石
合
資
会
社
に
土
屋
は
出
資
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
史
料
の
以
後
、
土
屋
が
白
丁
場
石
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た

の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

本
節
の
最
後
に
、
土
屋
の
石
材
企
業
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
決
定
的
な
影
響
を

お
よ
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
陸
軍
丁
場
」
と
の
関
わ
り
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

史
料
２
白
石
丁
場
共
同
経
営
解
消
に
と
も
な
う
趣
意
金
領
収
権
利
移
転
之
証

一
金
六
百
円
也

右
者
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
吉
浜
村
鍛
冶
屋
字
白
石
丁
場
二
於
ケ
ル
員
殿
（
土
屋

大
次
郎
）
卜
拙
者
（
中
村
文
蔵
）
ト
ノ
共
同
石
材
斫
出
営
業
二
関
シ
今
回
双
方

精
算
ヲ
遂
ヶ
趣
意
金
ト
シ
テ
金
六
百
円
也
貴
殿
ョ
リ
拙
者
共
二
受
取
拙
者
力
該

丁
場
二
対
シ
テ
有
セ
シ
従
前
ノ
権
利
ハ
凡
テ
貴
殿
二
移
転
ス
ヘ
キ
約
定
相
整
頭

（

蛇

）

書
ノ
金
額
御
渡
相
成
正
二
領
収
仕
候
（
後
略
）

趣
意
金
領
収
権
利
移
転
之
証

史
料
４
陸
軍
省
所
轄
石
材
採
取
場
監
守
取
締
概
則

伊
豆
国
加
茂
郡
川
奈
村
以
北
相
模
国
足
柄
下
郡
早
川
村
二
至
ル
沿
海
岸
陸
軍
省

所
轄
砲
台
建
築
用
石
材
採
取
場
別
紙
監
守
取
締
概
則
之
通
相
心
得
遵
守
ス
ヘ
シ

史
料
３
陸
軍
省
所
轄
砲
台
建
築
用
石
材
採
取
場
監
守
取
締
方
法
伺
出
の
件

民
二
号

（

咽

）

工
兵
第
一
方
面
（
印
）

第

一

条

一
伊
豆
国
加
茂
郡
川
奈
村
以
北
相
模
国
足
柄
下
郡
早
川
村
二
至
ル
沿
岸
陸
軍

省
所
轄
砲
台
建
築
用
石
材
採
取
場
境
界
ハ
現
場
植
置
ノ
境
界
杭
丼
各
所
村
役

場
備
付
ノ
地
図
二
詳
ナ
リ

明
治
二
十
三
年
九
月
十
六
日

陸
軍
省
所
轄
石
材
採
取
場
監
守
取
締
概
則

石
材
採
取
場
監
守
取
締
方
法
伺
出
之
件

第
二
条

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
岩
村
三
拾
壱
番
地

土

屋

大

次

郎
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こ
こ
に
掲
げ
た
史
料
は
、
陸
軍
省
が
足
柄
下
郡
早
川
村
（
現
小
田
原
市
）
か
ら
静

岡
県
賀
茂
郡
川
奈
村
（
現
伊
東
市
）
に
か
け
て
の
沿
岸
に
東
京
湾
要
塞
建
設
の
た
め

設
定
し
た
「
陸
軍
省
所
轄
地
砲
台
建
築
用
石
材
採
取
場
」
（
以
下
、
「
陸
軍
丁
場
」
と

略
記
す
る
）
の
監
守
を
土
屋
が
務
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
現
在
確
認

し
う
る
史
料
か
ら
は
、
土
屋
が
「
陸
軍
丁
場
」
監
守
に
任
命
さ
れ
た
経
緯
は
判
明
せ

ず
、
こ
の
点
の
事
実
解
明
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
「
陸
軍
丁
場
」

設
定
の
始
点
と
終
点
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
防
衛
省
防
衛
研
究

所
所
蔵
史
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
始
点
は
一
八
八
八
（
明
治
二
二
年
以
前
、

終
点
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
以
降
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
史
料

４
に
よ
れ
ば
、
設
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
内
で
は
官
用
以
外
の
石
材
採
取
や
人
民
の
繋
船
．

一
人
民
狼
リ
ニ
境
界
内
二
立
入
り
石
材
窃
取
シ
又
ハ
境
界
杭
段
損
及
境
界
内

地
所
欠
損
セ
シ
ム
ル
者
ア
ル
時
ハ
取
押
ヱ
最
寄
警
察
署
又
ハ
村
役
場
ヱ
引
渡

（

Ｍ

）

シ
其
事
由
ヲ
書
面
ヲ
以
テ
当
方
面
ヱ
報
告
ス
ベ
シ

一
前
項
ノ
陸
軍
省
所
轄
海
岸
ノ
監
守
巡
視
ハ
ー
ヶ
年
二
十
回
以
上
ニ
シ
テ
境

界
杭
ノ
段
損
及
其
他
二
注
意
シ
異
状
ア
ル
際
ハ
直
二
書
面
ヲ
以
テ
当
方
面
エ

一
臨
時
砲
台
建
築
部
官
吏
及
当
方
面
官
吏
官
用
石
材
採
取
ノ
為
メ
出
張
ノ
節

特
二
命
令
ア
ル
ト
キ
ハ
服
従
ハ
勿
論
其
他
不
都
合
ナ
キ
様
尽
力
致
ベ
シ

第

三

条

一
陸
軍
省
官
用
石
材
採
取
ノ
外
境
界
内
二
於
テ
石
材
採
取
ヲ
厳
禁
ス

一
陸
軍
省
所
轄
内
二
於
テ
人
民
繋
船
及
石
材
積
込
ム
ヲ
許
サ
ズ

報
告
ス
ベ
シ

第

五

条

第
六
条

第
四
条

石
材
積
み
込
み
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
監
守
で
あ
る
土
屋
に
は
、
年
間
二
○
回
以
上

の
「
監
守
巡
視
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
陸
軍
丁
場
」
の
管
理
・
取

締
と
い
う
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、
監
守
と
い
う
立
場
か
ら
地
元
の
石
材
業
者
の
意
向

や
利
益
を
代
弁
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
が
以
下
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
５
人
民
所
有
石
材
陸
軍
省
所
有
地
通
過
の
儀
に
付
伺

~

明
治
廿
三
年
九
月
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
早
川
村
ョ
リ
静
岡
県
加
茂
郡
川
奈

村
辿
ノ
沿
岸
陸
省
く
マ
マ
）
所
轄
地
砲
台
建
築
用
石
材
採
取
場
監
守
仰
付

ラ
レ
候
二
付
テ
ハ
取
締
概
則
二
基
キ
精
々
注
意
相
勤
メ
罷
在
候
処
該
地
方

ノ
人
民
ハ
従
来
石
材
職
業
ヲ
以
テ
渡
世
致
シ
候
者
不
少
人
民
所
有
ノ
石
採

場
ハ
海
岸
ョ
リ
数
里
ヲ
隔
タ
レ
シ
場
所
ョ
リ
伐
出
致
シ
候
二
付
海
岸
船
積

場
所
数
年
内
二
数
ヶ
所
ニ
跨
り
往
々
転
地
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
不
得
止
陸
軍
所

轄
地
海
岸
ヲ
通
過
致
サ
守
レ
ハ
船
積
等
出
来
サ
ル
困
難
情
実
モ
不
少
哉
二

間
々
見
受
居
り
候
得
共
地
方
人
民
共
陸
軍
省
ノ
御
所
轄
地
ナ
ル
ヲ
察
シ
黙

止
罷
在
候
状
況
モ
有
之
候
依
テ
別
紙
図
面
ノ
ヶ
所
二
限
り
万
不
得
止
事
情

見
認
メ
候
節
ハ
陸
軍
所
有
地
海
岸
二
於
テ
人
民
所
有
石
材
通
過
及
上
船
積

差
許
シ
度
依
而
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
御
許
可
相
成
候
様
仕
度
此
段
奉
伺

上
候
也

追
テ
本
文
御
許
可
相
成
候
上
ハ
自
費
ヲ
以
テ
標
杭
柱
立
将
来
不
都
合
無

人
民
所
有
石
材
陸
軍
省
所
有
地
通
過
ノ
儀
二
付
伺

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
岩
村

土
屋
大
次
郎
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本
史
料
は
、
「
陸
軍
丁
場
」
監
守
を
務
め
る
土
屋
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場

合
に
限
り
、
民
間
の
業
者
が
切
り
出
し
た
石
材
が
．
「
陸
軍
丁
場
」
内
を
通
過
す
る
こ

と
と
そ
の
石
材
の
「
陸
軍
丁
場
」
内
で
の
船
積
み
を
許
可
す
る
よ
う
伺
い
、
陸
軍
工

兵
第
一
方
面
が
許
可
し
た
史
料
で
あ
る
。
監
守
と
い
う
立
場
を
巧
み
に
利
用
し
つ
つ
、

地
元
の
石
材
業
者
の
利
益
を
代
弁
し
て
陸
軍
に
そ
の
主
張
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
土
屋
が
石
材
企
業
家
と
し
て
の
地
歩
を
着
実
に
固
め
つ
つ
あ
っ
た
こ

（

鴫

）

明
治
廿
三
年
十
二
月
一
日
（
印
）

伺
之
通

明
治
二
十
三
年
十
一
月
廿
二
日

工
兵
第
一
方
面
御
中

拳 ~~字理 汽由錘鍔
1

1

之
様
致
度
此
段
伺
い
添
え
候
也

酔雫誕琴輯嘩

生

＃
ｉ
●
Ｉ
５
Ｉ
Ｉ
…
ｆ
ｉ
１
１
秘
１
鷺
騨
馨
測
幾
Ｆ
８
轟
酎
鷺
§
鼎
班
ｆ
‐
；
専
畢
職
鷺
啄
鞍
襲
篭
駕
篭
罰

~

灘
右

土
屋
大
次
郎
（
印
）

~

蕊蒸礎…。

図2人民所有石材陸軍省所有地

通過ノ儀二付伺

(史料5、神奈川県立公文書館所蔵）

（
１
）
東
京
湾
要
塞
へ
の
石
材
納
入

本
節
で
は
、
主
と
し
て
明
治
二
○
年
代
後
半
以
降
に
な
さ
れ
た
箱
根
山
周
辺
産
安

山
岩
の
納
入
に
関
わ
る
史
料
か
ら
、
土
屋
の
当
該
期
の
事
業
活
動
を
見
て
い
き
た
い
。

「
土
屋
家
文
書
」
に
収
め
ら
れ
た
土
屋
の
事
業
活
動
の
中
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
当

該
期
の
石
材
納
入
に
関
す
る
史
料
の
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
東
京
湾
要
塞

を
構
成
す
る
各
施
設
へ
の
石
材
納
入
の
史
料
で
あ
る
。
土
屋
の
石
材
納
入
に
関
わ
る

史
料
が
確
認
さ
れ
る
東
京
湾
要
塞
の
施
設
は
、
花
立
台
砲
台
・
小
原
台
塗
塁
・
走
水

（

Ⅳ

）

高
砲
台
・
千
代
ヶ
崎
砲
台
・
三
軒
家
砲
台
・
第
三
海
墜
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
ま
ず

小
原
台
墜
塁
へ
の
石
材
納
入
の
史
料
を
検
討
し
て
み
た
い
。

介
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
土
屋
の
事
業
活
動
の
原
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
特

に
「
陸
軍
丁
場
」
へ
の
監
守
と
し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
触
れ
る
そ
の

後
の
事
業
展
開
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
証
左
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
「
土
屋
家
文
書
」
に
は
、
一
八
九
三

（
明
治
二
六
）
年
に
同
じ
く
陸
軍
工
兵
第
一
方
面
に
あ
て
て
、
「
陸
軍
省
砲
台
御
建
築

御
用
石
場
」
か
ら
採
取
・
搬
出
す
る
石
材
に
付
着
し
た
海
藻
を
肥
料
用
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
の
承
認
と
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
「
御
用
石
場
」
の
監
守
を
務

（

略

）

め
る
旨
を
願
い
出
た
一
連
の
史
料
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
監
守
の

任
期
や
監
守
を
務
め
る
こ
と
の
メ
リ
ヅ
ト
な
ど
、
さ
ら
に
検
証
が
必
要
な
課
題
が
見

え
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
事
業
の
拡
大

以
上
、
本
節
で
は
、
主
と
し
て
土
屋
の
石
材
企
業
家
と
し
て
の
初
期
の
活
動
を
紹

史
料
６
小
原
台
壜
塁
建
築
用
石
材
購
買
供
給
請
負
の
契
約
書
（
写
）

－21－
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本
史
料
は
、
三
浦
郡

浦
賀
町
（
横
須
賀
市
）

の
走
水
高
砲
台
と
小
原

台
墜
塁
へ
の
建
築
用
石

材
供
給
に
つ
い
て
陸
軍

工
兵
第
一
方
面
横
須
賀

支
署
と
土
屋
大
次
郎
が

取
り
交
わ
し
た
契
約
書

の
写
し
で
あ
る
。
小
原

台
塗
塁
は
、
一
八
九
四

（
明
治
二
七
）
年
に
竣
工

し
た
沿
岸
砲
台
の
背
面

防
御
を
担
う
東
京
湾
要

塞
の
施
設
で
、
土
屋
は

契

約

書

今
般
神
奈
川
県
三
浦
郡
浦
賀
町
走
水
高
砲
台
及
小
原
台
塗
塁
建
築
用
石
材
購
買

供
給
請
負
ノ
コ
ト
ニ
就
テ
エ
兵
第
一
方
面
横
須
賀
支
署
長
江
間
経
治
ト
神
奈
川

県
相
模
国
足
柄
下
郡
岩
村
参
拾
壱
番
地
土
屋
大
次
郎
ト
ノ
間
二
左
ノ
条
件
ヲ
契

約
ス

第

一

条

（

中

略

）

金

小

原

台

墜

塁

軟

石

ノ

分

名

称

員

数

単

価

小

計

軟

石

長

弐

尺

壱

尺

角

標

本

乙

号

ノ

分

千

五

百

本

金

金

（

肥

）

右
ノ
金
額
ヲ
以
テ
前
記
ノ
物
件
供
給
請
負
一
切
ノ
費
用
卜
定
ム
（
後
略
）

〆

－ 噸鱈…輔電一軒…一鐸…….…'一…~輯一一一一一y

~：

一一一一一

鴛 一.溌玲，

図3契約書

（小原台堅塁建築用石材購買供給請負に付、

史料6、神奈川県立公文書館所蔵）

同
墜
塁
に
「
軟
石
」
「
長

弐
尺
壱
尺
角
」
を
「
千

五
百
本
」
納
入
す
る
契

約
と
な
っ
て
い
た
。
こ

こ
に
記
載
さ
れ
た
「
軟

石
」
と
は
箱
根
山
周
辺

産
安
山
岩
よ
り
や
わ
ら

か
い
石
材
、
す
な
わ
ち

凝
灰
岩
を
指
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
凝
灰
岩

は
岩
石
や
鉱
物
、
火
山

噴
出
物
な
ど
の
破
片
が

固
ま
っ
て
形
成
さ
れ
る

堆
積
岩
の
一
種
で
、
石

材
と
し
て
は
現
厚
木
市

周
辺
産
の
七
沢
石
や
現
鎌
倉
市
周
辺
産
の
鎌
倉
石
、
現
千
葉
県
富
津
市
周
辺
産
の
房

州
石
な
ど
が
あ
る
。
小
原
台
壜
塁
跡
で
は
、
二
○
一
○
（
平
成
二
三
年
か
ら
二
○

一
二
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
墜
塁
内
の
何
ら
か
の
石
積
み
の
痕
跡
（
Ⅳ

号
構
造
物
）
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
石
積
み
が
凝
灰
岩
製
で
、
本
史
料
に
記
載

さ
れ
た
寸
法
（
「
長
弐
尺
壱
尺
角
」
）
と
出
土
し
た
石
材
の
規
格
（
お
お
む
ね
長
さ
帥

叫
小
口
訓
、
角
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
屋
が
納
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「
千
五
百
本
」
の
「
長
弐
尺
壱
尺
角
」
の
「
軟
石
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と

（

四

）

が
で
き
よ
う
。
発
掘
調
査
を
行
っ
た
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
に
よ
る
当
該
石
材
に
刻

ま
れ
た
「
卜
」
「
こ
「
Ｌ
」
な
ど
の
刻
印
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
石
積
み
の
石
材

は
、
千
葉
県
富
津
市
の
鋸
山
周
辺
で
産
出
す
る
「
房
州
石
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

弾

鍵

ゾ

~

_ 〆

図4小原台星塁跡凝灰岩製石材出士状況

（かな力丁わ考古学財団提供）
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た
。
「
長
弐
尺
壱
尺
角
」
は
房
州
石
の
切
石
の
規
格
と
は
異
な
る
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
特

注
品
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
土
屋
が
ど
の
よ
う
な
入
手
ル
ー
ト
で
房
州
石
を
調

達
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
土
屋
が
当
該
期
に
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
を
主

た
る
取
扱
石
材
と
し
つ
つ
、
安
山
岩
以
外
の
石
材
も
扱
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
「
土
屋
家
文
書
」
に
は
同
時
期
の
三
浦
郡
産
の
「
三
浦
石
」
や
「
房
州
石
」
と
同

（

別

）

義
で
あ
る
「
房
州
元
名
石
」
の
納
入
に
関
す
る
史
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
小

原
台
墜
塁
跡
か
ら
は
燈
明
施
設
に
関
連
す
る
部
材
と
考
え
ら
れ
る
安
山
岩
製
石
材
も

（

虹

）

出
土
し
で
い
る
が
、
土
屋
が
納
入
に
関
与
し
た
か
否
か
は
不
詳
で
あ
る
。
同
塗
塁
の

竣
工
時
期
か
ら
、
「
陸
軍
丁
場
」
産
の
石
材
で
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
同
じ
く
三
浦
郡
浦
賀
町
（
横
須
賀
市
）
に
建
設
さ
れ
、
一
八
九
五
（
明
治

二
八
）
年
に
竣
工
し
た
東
京
湾
要
塞
の
沿
岸
砲
台
・
千
代
ヶ
崎
砲
台
の
砲
床
用
石
材

納
入
に
あ
た
っ
て
、
陸
軍
砲
兵
第
一
方
面
横
須
賀
支
署
と
土
屋
大
次
郎
が
取
り
交
わ

し
た
契
約
書
を
紹
介
す
る
。

契

約

書

砲
兵
第
一
方
面
横
須
賀
支
署
長
隈
部
潜
卜
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
岩
村
参
拾
壱
番

地
土
屋
大
次
郎
ト
ノ
間
二
神
奈
川
県
三
浦
郡
千
代
ヶ
崎
砲
台
砲
床
用
石
材
ヲ
買

売
ス
ル
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
可
左
ノ
如
シ
（
中
略
）

第

壱

条

甲
（
隈
部
）
ハ
千
代
ヶ
崎
砲
台
砲
床
ノ
築
設
二
用
ヒ
ン
カ
為
メ
乙
（
土
屋
）
ョ

リ
石
材
ヲ
購
買
ス
ヘ
シ

第

弐

条

買
売
ス
ヘ
キ
石
材
ノ
数
量
ハ
合
計
六
拾
八
個
ト
シ
第
九
条
ノ
各
項
二
記
載
ス
ル

史
料
７
千
代
ヶ
崎
砲
台
砲
床
用
石
材
売
買
の
契
約
書

現
存
す
る
千
代
ヶ
崎
砲

台
跡
は
保
存
状
態
が
良

好
で
、
近
代
の
建
築
・

土
木
・
軍
事
技
術
の
発

展
過
程
を
示
す
重
要
な

遺
構
で
あ
る
と
し
て
、

二
○
一
五
（
平
成
二
七
）

年
に
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。

本
史
料
は
、
土
屋
の
印

の
み
が
据
え
ら
れ
た
も

の
で
写
し
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
が
、
同
砲

台
の
砲
床
用
石
材
と
し

条
件
ヲ
具
フ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ

第

参

条

買
売
ス
ヘ
キ
石
材
ノ
代
金
ヲ
合
計
金
壱
千
弐
百
五
拾
円
八
拾
銭
ト
シ
其
内
訳
ヲ

左
記
ノ
通
ト
シ
此
金
額
ヲ
以
テ
千
代
ヶ
崎
海
岸
桟
橋
脇
甲
指
定
ノ
場
所
造
陸
揚

ヶ
石
栫
一
切
ノ
費
用
卜
定
ム

名

称

員

数

単

価

小

計

八

角

形

石

四

個

六

拾

七

円

九

拾

銭

金

弐

百

七

拾

壱

円

六

拾

銭

扇

形

石

参

拾

弐

個

拾

八

円

金

五

百

七

拾

六

円

梯

形

石

参

拾

弐

個

拾

弐

円

六

拾

銭

金

四

百

○

参

円

弐

拾

銭

（

蛇

）

（
後
略
）

~

鴬試
唖
群

図5契約書

(千代ケ崎砲台砲床用石材売買に付、史料7、神奈川県立公文書館所蔵）
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図
６
の
中
央
に
見
ら
れ
る
直
径
五
３

石
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
九

て
「
八
角
形
石
」
「
梯
形

石
」
「
扇
形
石
」
を
合
計

一
二
五
○
円
八
○
銭
納

入
す
る
契
約
で
あ
っ

た
。
記
載
内
容
に
岩
石

の
種
類
の
指
定
は
な

く
、
石
材
名
は
納
入
す

る
石
材
の
形
状
を
あ
ら

わ
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
八
角
形
石
」
「
梯

形
石
」
の
用
途
は
不
明

で
あ
る
が
、
三
二
個
を

納
入
す
る
契
約
と
な
っ

て
い
た
つ
扇
形
石
」
は
、

同
砲
台
跡
に
現
存
し
、

東
京
湾
要
塞
へ
の
土
屋
の
石
材
納
入
の
最
後
の
事
例
と
し
て
、
第
三
海
墜
を
取
り

上
げ
た
い
．
第
三
海
墜
は
東
京
湾
口
に
築
造
さ
れ
た
人
工
島
に
設
置
さ
れ
た
砲
台
で

あ
る
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
着
工
し
た
そ
の
建
設
は
困
難
を
極
め
、
一
九

一
二
〈
大
正
一
○
）
年
に
竣
工
す
る
が
、
そ
の
翌
々
年
の
関
東
大
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
要
塞
か
ら
除
籍
さ
れ
て
い
る
。
「
土
屋
家
文
書
」
に
は
、
土
屋
が
足
柄
下

郡
石
橋
村
・
江
ノ
浦
村
・
岩
村
の
陸
軍
所
轄
石
材
採
掘
地
か
ら
「
相
州
堅
石
」
の
割

栗
石
な
ど
六
種
の
石
材
を
採
取
し
、
第
三
海
墜
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
を
請
け
負
っ
た

合
計
二
通
の
契
約
書
が
綴
ら
れ
た
史
料
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
九

二
メ
ー
ト
ル
の
砲
床
を
縁
取
る
安
山
岩
製
切

＆
~

議幾蕊

図6東京湾要塞跡千代ヶ崎砲台跡現況

(横須賀市教育委員会提供）

○
一
（
明
治
三
四
）
年
五
月
か
ら
一
九
○
四
年
一
○
月
に
か
け
て
土
屋
が
継
続
的
に

（

鴎

）

石
材
を
納
入
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
陸
軍
所
轄
石
材
採
掘
地
」
と
は
、
前
節

で
触
れ
た
「
陸
軍
丁
場
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
土
屋
が
「
陸
軍
丁
場
」
で
の

石
材
採
掘
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
「
陸
軍
丁
場
」
で
の
石
材

採
掘
の
実
態
を
示
す
史
料
と
し
て
も
興
味
深
い
。

（
２
）
横
浜
船
渠
へ
の
石
材
納
入

本
項
で
は
、
東
京
湾
要
塞
へ
の
石
材
納
入
と
並
ぶ
、
土
屋
の
特
筆
す
べ
き
事
業
活

動
と
し
て
、
横
浜
船
渠
株
式
会
社
へ
の
石
材
納
入
を
取
り
上
げ
た
い
。

横
浜
船
渠
株
式
会
社
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
六
月
に
「
有
限
責
任
横
浜

船
渠
会
社
」
と
し
て
設
立
さ
れ
、
Ｈ
・
Ｓ
・
パ
ー
マ
ー
立
案
の
ド
ッ
ク
築
造
計
画
を

修
正
し
た
海
軍
技
師
の
恒
川
柳
作
の
設
計
に
よ
り
大
小
二
個
の
ド
ヅ
ク
の
築
造
を
計

画
し
た
。
先
に
着
工
す
る
こ
と
と
な
っ
た
第
二
号
ド
ッ
ク
で
使
用
す
る
石
材
の
入
札

は
、
「
花
崗
石
又
は
相
州
堅
石
」
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
一
八

九
五
（
明
治
二
八
）
年
八
月
に
行
わ
れ
た
。
入
札
結
果
と
そ
の
後
の
石
材
納
入
の
経

緯
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

石
材
花
崗
石
又
は
相
州
堅
石
何
れ
か
を
使
用
す
る
も
の
と
し
其
所
要
量
を
一

三
三
、
六
八
九
切
此
個
数
一
五
、
八
九
一
本
と
見
積
り
予
め
新
聞
紙
に
広
告
を

為
し
之
か
購
買
入
札
を
明
治
二
十
八
年
八
月
九
日
行
ひ
た
る
に
入
札
者
八
名
に

し
て
入
札
価
格
は
次
の
如
く
て
あ
る
。

一
、
相
州
堅
石

入

札

価

格

入

札

者

史
料
８
横
浜
船
渠
第
二
号
ド
ヅ
ク
ヘ
の
石
材
納
入

－24－



入
札
で
は
、
「
相
州
堅
石
」
五
名
、
「
花
崗
石
」
三
名
の
応
札
者
の
う
ち
、
相
州
堅
石

を
最
低
価
格
の
五
万
三
四
七
五
円
余
で
納
入
す
る
と
し
た
土
屋
大
次
郎
が
落
札
し

た
。
納
入
予
定
数
量
は
一
三
万
三
六
八
九
切
（
「
切
」
は
石
材
の
取
引
単
位
で
、
一
切

は
一
尺
立
方
）
、
本
数
は
一
万
五
八
九
一
本
で
あ
っ
た
。
本
史
料
に
よ
れ
ば
、
土
屋
は

一
八
九
六
年
六
月
一
○
日
ま
で
に
石
材
を
完
納
す
る
こ
と
を
契
約
し
た
が
、
石
材
産

地
で
の
「
悪
疫
流
行
」
と
石
工
不
足
の
た
め
、
同
年
一
○
月
三
○
日
に
よ
う
や
く
完

納
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
「
土
屋
家
文
書
」
に
は
、
横
浜
船
渠
が
作
成
し
、
土

屋
に
渡
し
た
各
石
材
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
の
仕
上
が
り
寸
法
と
必
要
本
数
、
使
用
箇

所
を
記
載
し
た
石
材
発
注
の
明
細
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
（
図
７
）
、
そ
こ
に
は
寸
法

金

五

三

、

四

七

五

円

余

土

屋

大

次

郎

金

五

五

、

八

八

一

円

余

原

木

仙

之

助

金

五

八

、

一

五

四

円

余

服

部

與

兵

衛

金

五

八

、

八

二

二

円

余

岩

本

幸

八

金

六

○

、

一

五

九

円

余

土

岐

頼

信

二
、
花
崗
石

金

六

一

、

四

九

六

円

余

大

串

重

五

郎

金

六

四

、

一

七

○

円

余

関

西

石

材

株

式

会

社

金

六

六

、

五

七

六

円

余

草

井

喜

代

二

而
し
て
当
社
の
予
算
額
は
金
六
万
二
千
八
百
三
十
三
円
余
な
る
に
依
り
最
低
入

札
者
土
屋
大
次
郎
と
八
月
十
二
日
購
買
契
約
を
締
結
し
十
月
十
日
よ
り
納
入
を

始
め
明
治
二
十
九
年
六
月
十
日
迄
に
完
納
す
る
こ
と
に
協
定
し
た
。
然
る
に
其

後
石
材
産
地
に
悪
疫
流
行
し
又
各
地
に
於
け
る
鉄
道
建
設
工
事
の
為
石
材
切
出

職
工
の
不
足
を
来
し
た
る
等
に
因
り
明
治
二
十
九
年
十
月
三
十
日
に
至
り
漸
く

（

別

）

完
納
を
見
た
。

築
造
に
着
手
し
た
一
号
ド
ッ
ク
は
一
八
九
八
（
明
治
三
二
年
一
二
月
に
竣
工
し
、
翌

一
八
九
九
年
五
月
一
日
に
は
ふ
た
つ
の
ド
ヅ
ク
の
開
渠
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
旧
横

浜
船
渠
二
号
ド
ッ
ク
は
、
、
現
在
「
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
」
と
し
て
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
の
敷
地
内
で
保
存
活
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に

竣
工
し
た
保
存
改
修
工
事
に
よ
り
総
長
一
○
七
メ
ー
ト
ル
に
縮
小
さ
れ
、
位
置
も
西

北
に
約
三
○
メ
ー
ト
ル
移
設
さ
れ
た
が
、
土
屋
が
納
入
し
た
石
材
の
大
部
分
は
忠
実

に
積
み
戻
さ
れ
た
。
こ
の
保
存
改
修
工
事
後
の
一
九
九
七
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
土
屋
は
横
浜
船
渠
二
号
ド
ヅ
ク
以
外
に
も
、
一
八
九
八
（
明
治
三
二
年

の
異
な
る
合
計
二
三
五

種
の
石
材
が
書
き
上
げ

（

お

）

ら
れ
て
い
る
。
二
号
ド

ヅ
ク
の
築
造
は
、
一
八

九
五
年
一
月
に
潮
留
工

事
か
ら
着
工
し
、
翌
一

八
九
六
年
三
月
二
九
日

の
建
基
式
を
経
て
、
同

年
一
二
月
に
は
総
長
一

二
八
メ
ー
ト
ル
の
ド
ッ

ク
が
ほ
ぼ
竣
工
し
た
。

扉
船
や
ポ
ン
プ
の
試
験

を
経
て
第
一
船
が
入
渠

し
た
の
は
一
八
九
七
年

、〃

Ｚ

斗

川

》

久

仁

“

一

ｆ

胡

瓜

弓

Ｊ

ノ
母
１
〆

し
た
の
は
一
八
九
七
年

四
月
で
あ
っ
た
。
な
お
、
．

二
号
ド
ヅ
ク
着
工
後
に

一

《

五

ゞ

至

封

引

惑

到

鄭

垂

七

・

号

志

卒

一

：

《
一
へ
墨
全

一
暁
：
』
礒
匡
、
三
一
兵
五
一
３
雲
二
本
一
一
。
一
孟
今
全

一

↓

代

ゞ

言
室
~
嘘
蜜
余
喜

霧
季
八
へ
●
息
職
刮
識
溌
！

》

－i
i

" I

ｾ
ﾚ層

し何

蝋

§;書~
リ
ョ1昨

I

：
# i
‘＃ 1

:' 1
j

一~_霜吟奄

＃
却

噌

j

魚~ ＃
． ”L i

‘箒､噸 ’
零

静《蝿

驚 ､

〆

一

三

号

頁

五

貢

五

徳

金

士

本

一
手
崖
崖
謹
素

一

画

‐

』

幡

悸

吟

鐸

伝

粋

跨

儘

睡

恥

吟

祇

侭

卜

慨

Ｌ

降

侶

五

》

一

釜

兵

皇

袴

量

セ

暑

悲

卒

塞
奉
霊
黙
~
泰

ｌ

Ｌ

Ｉ

Ｆ

ｒ

“

■

唖

！

１

呂

“

罪

４

１

１

１

１

一
堂
。
二
．
三
異
盈
一
一
霊
欠
ぞ
禾

藩

＃患

雷

~
i

一

閲

１

１

１

１

１

…

１

１

１

１

騨

版

脚

Ｉ

‘

‐

~

Ｉ

’

１

態

；

一

二
一
岳
二
章
一
莫
匁
農
奄
蟻
暑
葦
隻
手
欠
字
紅
へ
澪

一
三
ヱ
ユ
一
二
二
天
五
・
一
軍
皇
書
尭
誰
茅
一
《
匡
腰
膨

量
萱
蕊
二
斑
峰
霞
磨
惇
隊
‐
‐
嬢
ぽ
辰
曙
凝
陽
Ｉ

》
~

三
ざ
二
三
ゴ
ミ
舎
言
夏
要
》
愛
や
堪
黍
冥
專
量
今
生
今

二
え
克
斗
梵
更
生
き
転
乗
↓
え
べ
一
軍
乙
港
嘗
允
澗
渇
皇

ｉ
ｌ
Ｐ

．、

、
§
酢
３

．

齢

．
、
．
’
１
十
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

一
三
匁
屍
へ
虎
公
曼
塞
蕊
搾
纂
言
三
一
盲
公
~
今

呼
‐
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
も
側
印

で

画

写

０

斗

１

４

，

４

日

一
重
。
一
恩
へ
意
へ
莫
畢
会
猛
希
手
負
パ
急
全
会

軋

計

．

１

．

ｆ

ｔ

且
．

。
‐
１
１
１
１
１
４
１
１
ト
ー
１
１
１
１
１
１
１
．
４
１
１
Ⅱ
．
Ⅱ
Ｉ
１
１
１
１
１
Ｉ
０
９
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
ｉ
韻
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｉ
ｉ

一
重
ご
蚕
二
皇
匁
一
豊
等
差
語
手
三
＠
幕
顕
今
ふ

づ
三
二
一
忙
へ
一
球
へ
葵
毎
参
猛
参
》
一
天
謬
一
舜
臆
蝿
〆
！
…
~

一
三
雲
三
基
三
舎
・
量
童
１
号
季
看
象
１
畳
萱
《
会
務
謬
玲
誇
揃
‘

一
重
ゴ
ヱ
．
一
桑
皇
狸
一
釜
参
な
童
き
た
手
抄
今
驚
鰐
急
郭
‐
｛

今
孟
一
重
一
奎
一
ゆ
ヱ
ー
侭
へ
麺
べ
こ
む
マ
ナ
挿
樗
琴
蕩
公
種
翻
り

蕊

蕊

顎

臘

閏

一
ぞ
六
七
案
分
全

克
箕
ゞ
量
一
壱
霊
へ
父
丞
八
本
謡
汽
公
今
金

，

I。

" －｣’；
｛

心

詫

図7横浜船渠株式会社第二号船渠築造用石材明細書

（神奈川県立公文書館所蔵）
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四
月
に
起
工
し
、
翌
一
八
九

九
年
二
月
に
竣
工
し
た
浦

賀
船
渠
株
式
会
社
一
号
ド
ヅ

ク
（
現
住
友
重
機
械
工
業
株

式
会
社
浦
賀
工
場
一
号
ド
ヅ

ク
）
に
も
石
材
を
納
入
し
て

お
り
、
「
土
屋
家
文
書
」
に
は

関
係
史
料
が
残
さ
れ
て
い

（
妬
）る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
浦
賀

船
渠
へ
の
石
材
納
入
は
浦
賀

町
で
石
材
業
を
営
む
西
田
安

兵
衛
名
義
で
行
わ
れ
て
お

り
、
「
西
田
安
兵
衛
ハ
実
務
二

従
事
シ
土
屋
大
次
郎
ハ
金
銭

ノ
出
納
二
従
事
ス
ベ
キ
モ
ノ

ト
ス
」
と
の
役
割
分
担
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
土
屋
に
対
し
て
「
諸
物
価
暴

騰
セ
シ
ニ
モ
不
拘
期
ヲ
不
違
精
良
ノ
数
量
ヲ
輸
送
」
し
た
と
し
て
、
同
社
社
長
塚
原

周
造
か
ら
贈
ら
れ
た
感
謝
状
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
土
屋
に
よ
る
納
入
で

（

”

）

あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
杉
浦
栄
次
郎
が
設
計
し
た
総
長
一
三
六
メ

ー
ト
ル
の
ド
ヅ
ク
は
、
同
じ
く
浦
賀
に
建
設
さ
れ
た
石
川
島
造
船
所
浦
賀
分
工
場
ド

ヅ
ク
〈
現
シ
テ
ィ
マ
リ
ー
ナ
・
ヴ
ェ
ラ
シ
ス
内
川
間
ド
ッ
ク
）
と
と
も
に
、
国
内
に

二
基
し
か
現
存
し
な
い
貴
重
な
煉
瓦
造
ド
ヅ
ク
で
あ
る
。
土
屋
が
納
入
に
関
与
し
た

「
相
州
産
堅
石
」
は
渠
口
部
や
渠
底
部
、
側
壁
上
部
の
笠
石
や
作
業
用
の
階
段
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
「
土
屋
家
文
書
」
に
は
、
「
横
須
賀
海
軍
造
船
廠
第
四

船
渠
」
（
現
横
須
賀
米
海
軍
基
地
内
四
号
ド
ッ
ク
）
直
営
工
事
で
使
役
す
る
石
工
の
供

識
で
。
“
~

，

塾

噂

；

“

』

~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

一
十
鴎

Ⅱ
’
１
１
吟
４
配

図8 1日横浜船渠株式会社第二号船渠

現ドックヤードガーデン）現況

（

躯

）

給
請
負
に
関
す
る
契
約
書
も
確
認
さ
れ
る
。

（
３
）
そ
の
他
の
石
材
納
入
事
例
と
「
営
業
高
調
」
に
見
る
事
業
の
推
移

当
該
期
の
土
屋
に
よ
る
そ
の
他
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
納
入
の
事
例
に
は
、
横

（

弱

）

（

和

）

（

瓠

）

浜
市
街
鉄
道
株
式
会
社
、
甲
武
鉄
道
株
式
会
社
、
横
浜
港
第
二
期
築
港
工
事
が
あ
る
。

横
浜
市
街
鉄
道
の
敷
石
用
で
は
「
石
材
ハ
相
州
六
ヶ
村
堅
石
タ
ル
ベ
シ
」
、
甲
武
鉄
道

に
納
入
す
る
間
知
石
で
は
「
相
州
産
ノ
品
質
徴
密
堅
硬
ナ
ル
モ
ノ
」
、
横
浜
新
港
埠
頭

の
造
成
で
は
「
相
州
堅
石
又
ハ
之
二
劣
ラ
サ
ル
良
石
」
と
の
表
現
で
、
い
ず
れ
も
箱

根
山
周
辺
産
安
山
岩
Ⅱ
相
州
堅
石
を
納
入
す
る
契
約
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
節
の
最
後
に
、
当
該
期
の
土
屋
の
事
業
の
概
要
を
表
１
に
よ
り
検
討
し
て
み
た

い
。
本
表
か
ら
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
．
一
八
九
六
年
．
一
八
九
七
年
．
一

九
○
一
（
明
治
三
四
年
の
土
屋
石
店
の
営
業
高
と
主
要
な
納
入
先
が
判
明
す
る
。
全

般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
石
材
関
係
の
売
上
（
「
石
材
・
砂
利
販
売
・
土
木
請
負
収
入
」
）

は
金
額
・
構
成
と
も
年
次
ご
と
の
変
動
が
大
き
い
が
、
東
京
湾
要
塞
築
造
関
係
は
、
史

料
７
で
見
た
千
代
ヶ
崎
砲
台
へ
の
石
材
納
入
が
な
さ
れ
た
一
八
九
四
年
に
は
、
「
砲
兵

第
一
方
面
支
署
」
「
工
兵
方
面
支
署
」
を
あ
わ
せ
て
同
年
の
収
入
の
五
○
％
に
迫
る
構

成
比
を
占
め
て
お
り
、
第
三
海
墜
へ
の
石
材
納
入
が
行
わ
れ
て
い
た
一
九
○
一
年
も

年
間
収
入
の
四
○
％
強
が
第
三
海
塗
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
横
浜
船

渠
へ
の
大
量
の
石
材
納
入
（
約
四
万
二
○
○
○
円
）
が
一
八
九
六
年
の
収
入
規
模
を

大
き
く
引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
、
鉄
道
関
係
の
取
引
が
一
八
九
六
・
九
七
年
に
一
定

の
金
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

回
漕
収
入
は
一
九
○
一
年
を
除
け
ば
そ
の
構
成
比
は
極
め
て
高
い
わ
け
で
は
な
い
も

の
の
、
安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
ま
と
め
る
と
、
土
屋
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
に
関
わ
る
事
業
は
、
前
節
で

見
た
「
陸
軍
丁
場
」
監
守
時
代
に
構
築
し
た
陸
軍
と
の
関
係
を
ベ
ー
ス
に
し
た
と
考
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表1 土屋商店営業高の推移（1894～1901年）

(単位：円）

対合計比（%） 対合計比（%）1894年費目 費目 1896年

石材・砂利販売・土木請負収入石材・砂利販売・土木請負収入 18,166.09 88.52 91,703.44 94.24

うち砲兵第一方面支署 うち横浜船渠株式会社30.02 43.446.161.83 42,275.22

うち工兵方面支署 うち鉄道局間知石3,878.80 18.90 13.8213,480.00

うち田口尽吉（豐吉力） うち鉄道局堅石2,928.50 14.27 11,610.00 11.93

うち土木監督署 うち原木仙之助12.572,579.70 6.680.63 6.87

うち森清右衛門 うち第一区土木監督署3.90800.91 3.059.20 3.14

回漕収入 回漕収入2,355.16 11．48 5,604.08 5.76

合計合計 20,521.25 97.307.52

費目 1897年 対合計比（%） 費目 1901年 対合計比（%）

石材・砂利販売・土木請負収入 石材・砂利販売・土木請負収入61,566.62 88.60 45,663.48 71.17

うち鉄道作業局 うち第三海墜40,818.00 58.74 26,527.00 41.34

うち原木仙之助（含出張所） うち両国橋改築用12,475.98 17.95 6,282.90 9.79

うち横須賀鎮守府 うち原木仙之助2,901.20 4．18 4.515.95 7.04

うち第一区土木監督署 うち横須賀鎮守府2．621,824.00 3,360.00 5.23

うち青木庄太郎 うち鹿島組1,569.45 2．26 1.495.45 2.33

回漕収入 回漕収入7,920.53 11.40 18,500.00 28.83

合計 １ヨロムロ69,487.15 64,163.48

(｢土屋石店営業高調一八九四～一九○一年｣、 『真鶴町史」資料編、 604～610ページをもとに作成）

太
田
黒
重
五
郎
・
水
田
玄
一

（

犯

）

店
を
開
業
す
る
。
一
九
○

七
年
か
ら
は
同
じ
岩
村
出

身
の
朝
倉
大
助
に
支
配
人

を
委
嘱
し
て
、
稲
田
で
の

事
業
を
統
括
さ
せ
て
い

る
。
土
屋
の
稲
田
へ
の
進

出
は
、
一
八
八
七
（
明
治

二
○
）
年
ご
ろ
か
ら
稲
田

で
の
石
材
採
掘
を
行
っ
て

い
た
当
地
の
石
材
採
掘
の

先
駆
者
藤
原
与
太
郎
の
事

業
お
よ
び
採
掘
権
を
継
承

す
る
か
た
ち
で
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
稲
田
で

採
掘
さ
れ
る
花
崗
岩
は
、

四
稲
田
産
花
崗
岩
の
採
掘
・
販
売
へ
の
進
出

ｖ

本
節
で
は
、
土
屋
の
事
業
活
動
の
後
半
期
に
な
さ
れ
た
茨
城
県
西
茨
城
郡
西
山
内

村
稲
田
（
現
笠
間
市
）
で
の
花
崗
岩
採
掘
・
販
売
へ
の
進
出
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯

と
事
業
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

土
屋
は
稲
田
で
の
花
崗
岩
の
採
掘
状
況
を
知
り
、
一
九
○
三
（
明
治
三
六
）
年
に

太
田
黒
重
五
郎
・
水
田
玄
二
ら
と
共
同
で
稲
田
で
の
石
材
採
掘
に
進
出
し
、
土
屋
商

え
ら
れ
る
東
京
湾
要
塞
へ
の
石
材
納
入
と
、
土
屋
の
企
業
家
と
し
て
の
信
用
力
向
上

に
大
き
く
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
横
浜
船
渠
へ
の
大
量
の
石
材
納
入
な
ど
に
よ
り
、
安

定
的
な
成
長
を
成
し
遂
げ
た
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

嘘

図9±屋大次郎が花崗岩を採掘した

茨城県西茨城郡西山内村稲田（現笠間市）の丁場跡
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箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
と
同
様
、
火
山
活
動
で
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ
て

で
き
る
火
成
岩
で
あ
る
が
、
マ
グ
マ
が
地
下
深
く
で
ゆ
っ
く
り
と
冷
え
固
ま
っ
て
形

成
さ
れ
る
深
成
岩
で
、
安
山
岩
と
は
石
質
の
異
な
る
岩
石
で
あ
る
。
色
目
も
グ
レ
ー

が
か
っ
た
も
の
が
多
い
安
山
岩
に
対
し
て
、
花
崗
岩
は
白
っ
ぽ
く
見
え
る
石
英
や
長

石
な
ど
の
鉱
物
と
黒
い
黒
雲
母
や
角
閃
石
な
ど
の
鉱
物
な
ど
か
ら
な
る
ご
ま
塩
状

で
、
全
体
と
し
て
白
い
石
と
認
識
さ
れ
る
。
関
東
地
方
で
花
崗
岩
の
採
掘
が
本
格
化

す
る
の
は
、
一
八
九
七
年
に
水
戸
線
の
稲
田
駅
が
開
業
し
、
稲
田
の
石
材
開
発
が
進

展
す
る
明
治
三
○
年
代
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
地
方

で
も
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
か
ら
稲
田
産
な
ど
の
花
崗
岩
へ
の
土
木
建
築
用
材
の

代
替
化
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
土
屋
の
稲
田
へ
の
進
出
は
こ
の
よ
う
な

時
代
の
趨
勢
を
捉
え
た
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
土
屋
家
文
書
」
に
は
、
稲
田
で
の
石
材
や
採
掘
権
の
買
い
受
け
や
、
土
屋
が
石
材

を
採
掘
し
た
丁
場
と
稲
田
駅
を
結
ぶ
石
材
運
搬
用
軌
道
、
土
屋
が
水
田
ら
と
一
九
○

五
（
明
治
三
八
）
年
ご
ろ
に
設
立
し
た
茨
城
石
材
合
資
会
社
、
鍋
島
彦
七
郎
や
中
野

喜
三
郎
ら
稲
田
開
発
の
有
力
者
と
と
も
に
一
九
○
七
年
に
設
立
し
た
帝
国
石
材
株
式

会
社
に
関
係
す
る
史
料
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
土
屋
が
納
入
し
た
稲
田
産

花
崗
岩
が
東
京
市
電
の
敷
石
や
日
本
橋
二
九
二
年
竣
工
）
に
使
用
さ
れ
た
こ
と

を
記
す
史
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
稲
田
で
の
初
期
の
事
業
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
が
、
土
屋
の
稲
田
に
お
け
る
事
業
活
動
の
詳

細
な
検
討
は
後
考
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
「
土
屋
家
文
書
」
に
は
土
屋
の

稲
田
進
出
後
の
時
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
に
関
係
す
る
史
料
の
残
存
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
稲
田
進
出
後
の
土
屋
の
後
半
期
の
事
業
活
動
は
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山

岩
Ⅱ
「
相
州
堅
石
」
か
ら
稲
田
産
花
崗
岩
Ⅱ
「
稲
田
石
」
へ
と
土
木
建
築
用
材
の
石

材
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
い
く
時
代
の
趨
勢
の
中
で
、
稲
田
で
の
事
業
に
軸
足
を
移
し

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

土
屋
大
次
郎
は
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、
政
界
へ
も
活
動
の
舞
台
を
広
げ
つ
つ
あ

っ
た
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
五
月
に
五
四
歳
で
急
死
し
た
。
墓
所
は
足
柄
下
郡

真
鶴
町
の
瀧
門
寺
に
あ
り
、
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
で
あ
る
本
小
松
石
製
の
墓
石
に

は
「
衆
議
院
議
員
士
屋
大
次
郎
墓
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
土
屋
大
次
郎
の
死

後
、
事
業
を
継
承
し
た
長
男
康
二
の
時
代
に
、
建
築
資
材
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ

た
土
屋
康
二
商
店
の
広
告
に
は
、
「
稲
田
産
花
崗
石
」
と
「
相
州
堅
石
及
本
小
松
石
」

を
そ
の
取
扱
石
材
と
し
て
掲
載
し
、
「
相
州
真
鶴
、
岩
村
附
近
は
、
先
代
大
次
郎
出
生

の
地
で
あ
り
ま
す
た
め
に
、
他
人
の
企
及
す
可
ら
ざ
る
便
宜
を
有
」
す
る
こ
と
が
記

（

羽

）

載
さ
れ
て
い
る
。
岩
・
真
鶴
な
ど
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
・
販
売
か
ら
事
業

を
興
し
、
後
半
期
に
は
稲
田
で
の
花
崗
岩
の
採
掘
・
販
売
へ
と
事
業
を
拡
大
し
た
土

屋
の
事
業
活
動
は
、
神
奈
川
県
の
石
材
企
業
家
の
最
大
の
成
功
事
例
で
あ
っ
た
。
本

稿
で
は
、
そ
の
事
業
活
動
の
う
ち
、
特
に
前
半
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
に
関
わ

る
事
業
の
展
開
を
追
っ
て
き
た
が
、
先
述
の
と
お
り
諸
般
の
事
情
に
よ
り
「
土
屋
文

雄
氏
所
蔵
資
料
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
叶
わ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
「
土
屋
家
文
書
」

に
つ
い
て
も
帳
簿
類
や
稲
田
で
の
事
業
関
係
を
は
じ
め
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
な
史

料
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。
土
屋
の
事
業
の
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ら
の
史
料
の
検
討
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
周
辺
史
料
を
含
め
た
分
析

へ
と
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
残
さ
れ
た
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
欄
筆
す
る
。

註（
１
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
催
し
た
特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の

文
化
ｌ
」
の
開
催
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
会
期
二
○
一
六
（
平
成
二
八
）
年
二
月
六

お
わ
り
に
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日
か
ら
三
月
二
七
日
ま
で
、
主
催
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地

球
博
物
館
、
展
示
資
料
件
数
三
二
三
件
、
担
当
山
下
浩
之
（
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地

球
博
物
館
）
、
千
葉
毅
・
鳥
居
和
郎
・
新
井
裕
美
・
丹
治
雄
一
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
。

同
展
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
「
石
展
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ

た
石
の
文
化
」
（
特
別
展
図
録
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
一
六
年
、
以
下
「
石
展
図

録
」
と
略
記
す
る
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
同
展
で
の
本
稿
に
関
わ
る
調
査
成
果
に
は
、
丹

治
雄
一
「
近
代
の
「
相
州
堅
石
」
と
土
屋
大
次
郎
」
（
「
石
展
図
録
」
三
章
、
四
○
～
四
五
ペ
ー

ジ

所

収

）

な

ど

が

あ

る

。

（
２
）
土
屋
大
次
郎
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
石
展
」
終
了
後
に
も
以
下
の
よ
う
な
報
告
の
機
会

が
あ
り
、
本
稿
は
「
石
展
」
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
丹
治
雄

一
「
明
治
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
石
材
利
用
と
土
屋
大
次
郎
の
事
業
活
動
」
（
国
史
学

会
大
会
第
四
部
会
報
告
、
於
國
學
院
大
學
、
二
○
一
六
年
六
月
二
六
日
）
。
同
「
東
京
湾
要
塞

に
使
用
さ
れ
た
石
材
の
調
達
に
つ
い
て
ｌ
石
材
企
業
家
土
屋
大
次
郎
の
活
動
を
中
心
に
ｌ
」

（
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
公
開
セ
ミ
ナ
ー
二
○
一
六
「
発
掘
調
査
さ
れ
た
小
原

台
墜
塁
Ｉ
東
京
湾
要
塞
と
そ
の
時
代
ｌ
」
事
例
報
告
３
、
於
横
浜
市
南
公
会
堂
、
二
○
一
六
年

一
○
月
一
○
日
）
、
お
よ
び
同
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
要
旨
集
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
要
旨
（
四
六
～

五

○

頁

）

。

（
３
）
土
屋
と
そ
の
事
業
活
動
に
関
す
る
研
究
に
は
、
櫻
井
光
夫
「
明
治
を
生
き
抜
い
た
郷
土
の
実

業
・
政
治
家
土
屋
大
次
郎
」
（
「
真
鶴
」
第
二
七
号
、
一
九
八
八
年
五
月
）
、
真
鶴
町
企
画
調

整
課
編
『
真
鶴
町
史
」
資
料
編
、
通
史
編
（
真
鶴
町
、
一
九
九
三
年
、
一
九
九
五
年
）
、
小
林

三
郎
「
稲
田
御
影
石
材
史
」
（
稲
田
石
材
商
工
業
協
同
組
合
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。

（
４
）
建
築
史
や
産
業
史
分
野
に
お
け
る
石
材
史
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
日
本
石
材
振
興
会
編
纂

「
日
本
石
材
史
」
（
日
本
石
材
振
興
会
、
一
九
五
六
年
）
、
前
掲
『
稲
田
御
影
石
材
史
」
、
上
山
和

雄
「
野
田
町
の
石
工
・
杉
崎
弥
八
」
ｌ
そ
の
１
１
、
ｌ
そ
の
２
１
、
ｌ
そ
の
３
１
（
『
野
田
市

史
研
究
』
第
一
七
号
、
第
一
九
号
、
第
二
○
号
、
二
○
○
六
年
三
月
、
二
○
○
八
年
三
月
、
二

○
○
九
年
三
月
）
、
鈴
木
博
之
監
修
・
開
東
閻
史
料
編
蟇
委
員
会
企
画
・
編
集
「
岩
崎
彌
之
助

高
輪
邸
・
開
東
閻
ｌ
建
築
史
料
集
ｌ
」
（
開
東
閣
委
員
会
、
二
○
○
八
年
）
、
乾
睦
子
「
国
内

の
花
崗
岩
石
材
産
業
の
あ
ら
ま
し
と
現
状
ｌ
『
稲
田
石
」
を
例
と
し
て
ｌ
」
（
「
国
士
舘
大
学
理

工
学
部
紀
要
」
第
五
号
、
二
○
一
二
年
三
月
）
、
川
俣
正
英
「
明
治
二
○
年
代
に
お
け
る
茨
城

県
産
花
崗
岩
石
材
業
の
展
開
ｌ
茨
城
県
桜
川
市
・
笠
間
市
を
主
と
し
て
Ｉ
」
（
『
茨
城
史
林
」
第

三
八
号
、
二
○
一
四
年
六
月
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）
神
奈
川
県
内
で
の
お
も
な
調
査
成
果
と
し
て
は
、
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
編
「
早
川
石
丁
場
群

関
白
沢
支
群
」
（
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
調
査
報
告
一
二
三
、
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
、
二

○
○
七
年
）
、
小
田
原
市
教
育
委
員
会
編
「
早
川
石
丁
場
群
関
白
沢
支
群
分
布
調
査
報
告
書
」

（
小
田
原
市
教
育
委
員
会
、
二
○
一
五
年
）
が
あ
る
。

（
６
）
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
中
世
お
よ
び
近
世
期
の
石
材
利
用
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
石

展

図

録

」

を

参

照

の

こ

と

。

（
７
）
以
下
、
明
治
初
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
を
め
ぐ
る
動
向
に
関
す
る
記
述
は
、
前
掲

「
真
鶴
町
史
」
資
料
編
五
一
八
～
五
三
二
頁
、
前
掲
『
真
鶴
町
史
」
通
史
編
四
六
七
～
四

七
○
頁
、
小
田
原
市
編
『
小
田
原
市
史
」
史
料
編
近
代
Ｉ
（
小
田
原
市
、
一
九
九
九
年
）
一

六
七
～
一
七
六
頁
、
小
田
原
市
編
「
小
田
原
市
史
」
通
史
編
（
小
田
原
市
、
二
○
○
一
年
）
六

九
～
七
○
頁
に
よ
る
。
こ
こ
で
触
れ
た
明
治
初
期
の
箱
根
山
周
辺
産
安
山
岩
の
採
掘
を
め
ぐ
る

動
向
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
他
日
別
稿
に
て
検
討
し
た
い
。

（
８
）
「
明
治
一
八
年
一
○
月
一
二
日
売
渡
日
本
形
船
五
三
七
石
積
大
新
丸
丙
第
弐
号
（
絵
図
）
」

（
〔
明
治
一
八
年
一
○
月
一
二
日
〕
、
土
屋
家
文
書
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
○
一
、
神
奈

川

県

立

公

文

書

館

所

蔵

）

。

（
９
）
前
掲
『
稲
田
御
影
石
材
史
」
七
○
頁
に
も
、
土
屋
の
船
舶
所
有
と
回
漕
業
に
関
す
る
記
載
が
あ

づ

〈

》

Ｏ

（
脚
）
臨
時
議
院
建
築
局
編
纂
「
本
邦
産
建
築
石
材
』
（
三
菱
鉱
業
、
一
九
一
二
年
）
一
二
八
頁
。
な

お
、
白
丁
場
石
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
石
展
図
録
」
の
ほ
か
、
丹
治
雄
一
「
近
代
洋
風

建
築
に
使
用
さ
れ
た
石
材
『
白
丁
場
石
」
の
歴
史
」
言
遺
跡
学
研
究
」
第
一
三
号
、
二
○
一
六

年
二
月
、
一
○
六
～
二
二
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
ｕ
）
「
仮
約
定
証
（
石
山
の
材
木
伐
出
ニ
付
）
」
（
明
治
一
二
年
一
二
月
一
二
日
、
土
屋
家
文
書
、
資

料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
○
二
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

（
岨
）
「
趣
意
金
領
収
権
利
移
転
之
証
（
石
材
共
同
営
業
権
の
移
転
ご
（
明
治
二
四
年
一
二
月
三
一
日
、

土
屋
家
文
書
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
○
六
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。
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（
型
）
「
横
浜
船
渠
株
式
会
社
史
槁
」
（
昭
和
戦
前
期
、
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
横
浜
製
作
所
所
蔵
）
。

（
羽
）
「
契
約
害
」

館

所

蔵

）

。

（
配
）
契
約
書
萌

耆

館

所

蔵

）

。

（
虹
）
小
原
台
墜
塁
跡
で
出
土
し
た
安
山
岩
製
石
材
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
小
原
台
墜
塁
跡
・
小
原
第

（
喝
）
「
石
材
採
取
場
監
守
取
締
方
法
伺
出
之
件
」
（
明
治
二
三
年
九
月
一
六
日
、
土
屋
家
文
耆
、
資
料

、
二
二
○
○
八
○
九
○
○
四
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

、
）
「
陸
軍
省
所
轄
石
材
採
取
場
監
守
取
締
概
則
」
（
年
代
不
詳
、
土
屋
文
雄
氏
所
蔵
資
料
、
前
掲

『
真
鶴
町
史
」
資
料
編
、
六
一
○
～
六
二
頁
所
収
）
。

（
巧
）
「
人
民
所
有
石
材
陸
軍
省
所
有
地
通
過
ノ
儀
に
付
伺
（
足
柄
下
郡
早
川
村
ヨ
リ
静
岡
県
加
茂
郡

川
奈
村
マ
デ
）
」
（
明
治
二
三
年
二
月
二
二
日
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
○
五
、
神
奈
川

県

立

公

文

書

館

所

蔵

）

。

（
略
）
「
海
草
塵
芥
御
下
附
並
監
守
願
」
（
明
治
二
六
年
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
一
○
、
神
奈
川

県

立

公

文

書

館

所

蔵

）

。

（
Ⅳ
）
東
京
湾
要
塞
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
編
「
東
京
湾
要
塞
跡
猿
島
砲
台

跡
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
」
横
須
賀
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
一
集
（
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
、

二

○

一

四

年

）

を

参

照

の

こ

と

。

（
肥
）
「
契
約
書
」
（
明
治
二
六
年
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
二
、
神
奈
川
県
立
公
文
耆
館
所

蔵

）

。

（
四
）
小
原
台
墜
塁
跡
で
の
凝
灰
岩
製
石
積
み
の
発
掘
調
査
に
関
す
る
記
述
は
、
公
益
財
団
法
人
か
な

が
わ
考
古
学
財
団
編
『
小
原
台
墜
塁
跡
・
小
原
第
３
遺
跡
第
１
次
調
査
防
衛
大
学
校
食
堂

棟
新
設
に
伴
う
発
掘
調
査
』
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
調
査
報
告
三
一
三
（
公
益
財
団
法
人
か
な

が
わ
考
古
学
財
団
、
二
○
一
五
年
）
一
六
五
～
一
六
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
鋤
）
「
御
請
書
（
荏
原
郡
大
森
町
、
羽
田
村
、
治
水
工
事
用
石
材
納
）
請
負
契
約
害
（
麹
町
区
西
日

比
谷
町
地
先
濠
付
石
垣
修
繕
工
事
）
」
（
明
治
三
二
年
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
二
五
、
神

奈
川
県
立
公
文
耆
館
所
蔵
）
㈲

３
遺
跡
第
１
次
調
査
」
一
三
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

契
約
書
（
明
治
二
七
年
八
月
二
七
日
、
資
料
、
二
一

一
七
年
八
月
二
七
日
、
資
料
、
二
二

（
明
治
三
四
～
三
七
年
、
資
料
皿
二
二
○
○
八
○
九
○
三
八
、
神
奈
川
県
立
公
文
害

○
○
八
○
九
○
一
三
、
神
奈
川
県
立
公
文

（
妬
）
「
横
浜
船
渠
株
式
会
社
第
１
．
２
号
船
渠
築
造
用
石
材
明
細
書
」
（
〔
明
治
二
八
年
〕
、
資
料
、
二

二
○
○
八
○
九
一
三
○
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

（
妬
）
「
共
同
請
負
契
約
公
正
証
書
正
本
」
（
明
治
三
一
年
八
月
二
三
日
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○

二
四
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

（
”
）
「
謝
辞
」
（
明
治
三
二
年
一
二
月
二
五
日
、
真
鶴
町
教
育
委
員
会
所
蔵
）

（
肥
）
「
契
約
書
（
横
須
賀
海
軍
造
船
廠
第
四
船
渠
直
営
工
事
二
使
役
ス
ル
石
工
職
供
給
請
負
ニ
ッ
ィ

テ
）
」
（
明
治
三
五
年
ヵ
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
四
一
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

（
羽
）
「
石
材
売
買
契
約
公
正
証
耆
正
式
謄
本
（
横
浜
地
方
裁
判
所
管
内
公
証
人
役
場
）
」
（
明
治
三
六

年
五
月
一
八
日
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
四
五
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
「
敷
石

工
事
請
負
契
約
公
正
証
書
正
式
謄
本
」
（
明
治
三
六
年
五
月
一
八
日
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○

九
○
四
六
、
神
奈
川
県
立
公
文
耆
館
所
蔵
）
。

（
鋤
）
「
契
約
書
（
副
）
（
甲
武
鉄
道
Ｋ
Ｋ
建
築
用
石
材
売
買
に
関
し
て
）
」
（
明
治
三
六
年
二
月
二
八

日
、
資
料
、
二
二
○
○
八
○
九
○
四
七
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

（
証
）
「
石
材
供
給
請
負
契
約
害
（
横
浜
臨
時
税
関
工
事
に
関
し
て
）
」
（
明
治
三
六
～
三
七
年
、
資
料

、

二

二

○

○

八

○

九

○

四

四

、

神

奈

川

県

立

公

文

書

館

所

蔵

）

。

（
犯
）
土
屋
大
次
郎
お
よ
び
土
屋
商
店
の
稲
田
で
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
稲
田
御
影
石
材
史
」

七

○

～

七

四

頁

を

参

照

の

こ

と

。

（
調
）
『
建
築
資
料
共
同
型
録
』
大
正
一
五
年
（
一
九
二
七
年
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
。
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